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水と緑があふれる未来輝くまちを目指して
１特集　環境と共生する持続的なまちづくりを推進しよう

問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

第３次日田市環境基本計画を策定しました

・家庭や地域で身近にできることからエコライフ
を実践しましょう。

・自発的・積極的に環境保全のためのまちづくり
に参画しましょう。

・市民・事業者の自主的な取組みを促進し、環境の
保全・創出に関する総合的な施策を実施します。

・環境保全に関する行動を率先して実行します。

・事業活動の環境影響の把握・評価とその結果の公表
に努め、事業活動と環境の調和に努めましょう。

・地域の環境保全に向けた活動に積極的に参加
し、社会貢献に努めましょう。

　現在、世界的な気候変動や海洋プラスチックなどの問題が深刻化しています。皆さんは環境問題に
どう向き合っていますか。市では環境施策にＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を取り入れた第
３次日田市環境基本計画を策定しました。受け継がれてきた「水郷ひた」と呼ばれる恵まれた自然環
境を守り、環境と共生する持続可能なまちづくりを推進するために必要なことを考えてみましょう。
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目標とする環境像　「水と緑があふれる未来輝くまち～水郷ひた～」

「基本的方向性」
日田市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を推進するため、「2050
年温室効果ガス排出実質ゼロ」を目指し、地球温暖化対策に積極的に取
り組みます。また、気候変動影響に対する適応策にも取り組みます。

Ⅲ脱炭素・循環型のまち（地球温暖化対策実行計画区域施策編を含む）

ＳＤＧｓのゴールとして

「基本的方向性」
自然共生社会の実現に向けて、森林・河川の生物多様性の回復や特定外
来生物の周知・啓発と迅速な駆除など、生物多様性の保全に配慮した取
組を行います。

Ⅱ自然と共生するまち

ＳＤＧｓのゴールとして

「基本的方向性」
「水」と「緑」という本市を代表する環境資源を活用し、これらの資源
の新たな価値を創造することで、本市全体の環境・経済・社会の統合的
な向上を通じた地域全体の活性化を図ります。

Ⅰ地域資源を活かすまち　～水郷ひたづくりの推進～

ＳＤＧｓのゴールとして

「基本的方向性」
市民一人ひとりの環境に対す
る意識の向上と具体的な行動
を促進し、市民・事業者・行
政の三者協働の基盤強化と、
環境学習の推進や市民団体の
活動支援などに努めます。

Ⅳ環境活動を実践するまち

ＳＤＧｓのゴールとして
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重点プロジェクト

１．水郷ひた河川を美しくする条例の周知と普及啓発
　　 健全な水循環を維持するための取組みを進めます。

２．地域資源リサイクルシステムの構築
 　　これまで継続してきた資源有効利用のさらなる推進に努めます（下記図参考）。

３．新清掃センター建設に向けての取組
 　　安定かつ適切な廃棄物処理を継続するため早期の稼働を目指します。

省エネチェックシートは大分県の
ホームページからダウンロードで
きます。
※省エネチェックシートは、「子ども
向け」や「事業所版」もあります。

計画の審議を終えて～日田市環境審議会委員として～

「省エネチェックシート」を使って具体的に行動しよう！

「あなたができること」を
チェックしてみよう！

参考：【家庭版】省エネチェックシート（大分県ホームページ）

地域資源リサイクルシステム概念図

水郷ひた再生委員会
事務局長　諌本憲司さん

iPhoneの人はこちら ▼

▼

Androidの人はこちら

３つの区分による地域資源の有効利用を推進

生ごみ、食品系バイオマス、
豚ふん尿の一部

し尿・浄化槽汚泥等

下水道汚泥

処理施設等

浄化センター

環境衛生センター

バイオマス資源化センター

堆肥化施設等

土壌改良材製造施設
木材乾燥施設

木質バイオマス発電施設

清掃センター一般焼却ごみ
（家庭系・事業系）

木質系
バイオマス等

製材残材
（バーク）
林地残材・
建築廃材等

廃棄物等の種類

家畜ふん尿

発電

熱利用

堆肥
利用

地
域
資
源
循
環

水処理

焼却処理

牛ふん・
バーク等処理

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
　令和２年10月、国は「2050年カーボンニュートラル」を宣言し、続けて衆参両院は11月の本会議で「気候変動非常

事態宣言決議」を全会一致で可決するなど、脱炭素社会の実現に向けた動きを加速させています。

　度重なる豪雨災害に見舞われている本市としても気候変動の要因の一つとされている地球温暖化への対策が重要であ

ることから、第３次日田市環境基本計画の中に「日田市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を盛り込み、令和
12（2030）年度における本市の温室効果ガス排出量を平成25（2013）年度比で40％削減することを
目指します。なお、この削減目標値に森林吸収量を加味した場合、令和32（2050）年度には温室効果ガス排出
実質ゼロは達成できる見込みです。

※バイオマスとは、動植物等の生物から作り出される有機性のエネルギー資源で、一般に化石燃料を除くものの総称。

今回の計画の第一印象は、「見やすい、分かりやすい」です。
内容は、水郷ひたの環境やまちづくりについて必要な課題を、極力まとめて項目を少な
くしました。そして、各施策の具体的な内容とともに、行政・市民・事業者のうちの誰
がその取組みの実施者（関係者）なのかを示しており、より行動につなげやすい作りに
なっています。言い換えれば、市民や事業者の活動について、行政が後押ししやすい内
容が書かれており、皆さんが積極的に利用して、環境基本計画に沿った生活や事業、地
域活動を進めていただければと思います。

第３次日田市環境基本計画の詳細
はこちらから。

是非、ダウンロードして
見てみてくださいね！

「九州エコファミリー応援アプリ
（エコふぁみ）」は省エネ・省資
源など地球にやさしい活動に取り
組む皆さんを支援する九州７県公
式の環境アプリです。

　環境保全のために何をすればいいのか分からないといった人でも、身近なところから気軽に取り組むことができます。
私たち一人ひとりの行動が地球温暖化の防止に役立ち、「水と緑があふれる未来輝くまち～水郷ひた～」をつくります。
家計の節約にもつながりますので、まずご家庭で積極的に取り組んでみてください。

夏の冷房時の室温は28℃を目安にする。

冬の暖房時の室温は20℃を目安にする。

画面は明るすぎないように調節し、見ないとき
は消す。

パソコンを使わないときは電源を切る。

冷蔵庫は壁から適切な間隔で設置し、中に物を
入れすぎないようにする。

野菜の下ごしらえに電子レンジを活用する（根
菜の場合）。

間隔をあけずに入り、追い焚きをしないように
する。

シャワーはこまめに止めるようにする。

アクセルをやさしく踏み、ゆっくり発進する
（目安：最初の５秒で時速20km）。

加減速の少ない運転を心掛ける。
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（デスクトップ）
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講師　永田 賢介 氏

認定ＮＰＯ法人アカツキ
理事・職員

【と　き】
【ところ】
【参加費】

【対　象】
【主　催】

８月20日㈮　午後６時30分～９時
市役所７階　大会議室
無料
30人（先着順）
ＮＰＯ関係者、地域活動関係者
日田市

申込み／問合せ

まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

《ＮＰＯ向け》団体のステップアップチャレンジ講座～資金・人・仕組みの観点から事例で学ぶ～

ＮＰＯへの伴走支援を希望する団体はご参加ください

【会　場】
【参加費】

【日　程】

市役所７階　大会議室
無料

【募集数】 30人（先着順）

 ８月25日㈬　午後６時30分～９時

 ９月 ９日㈭　午後６時30分～９時

10月21日㈭　午後６時30分～９時

 １月13日㈭　午後６時30分～９時

 ９月23日㈷　午後１時30分～４時

自分の「やってみたい」を形にしたい人
一緒に頑張れる仲間が欲しい人
何か一歩踏み出してみたい人

こんな人に参加してほしい！

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

　地域でやってみたいことを、全 ５ 回の座学やワーク
ショップを通して実践していきます。大きいことではな
く、小さいことから、まずは行動に移すことが大切で
す。日頃から気になっている、ちょっとしたことでも十
分です。仲間と一緒に実現させてみませんか。

西南学院大学児童教育学科卒、大学職員として働く傍ら、イベン
トやデザイン支援のＮＰＯとして活動。退職後、東京のＮＰＯ等
で社会人インターン経験を経て、2012年福岡に戻り「ＮＰＯ法人
アカツキ」を設立し独立。依頼団体の中に入り、ファンドレイジ
ング・法人事務・内部コミュニケーション等について、分析から
施策設計、実施までを一緒に行う、伴走型のコンサルティングを
メインに行う。

　ＮＰＯでは、日々地域のためにやりたいことはあるけ
れど、資金や人材不足で思うような活動ができていない
という課題が生じています。
　今回の講座では団体のステップアップとして、資金・
人・仕組みの観点から活動や団体運営を振り返ります。
　実際に伴走支援を受けた団体の事例も交えながら、団
体のステップアップのヒントを得ていきます。
※このセミナー参加団体は、「ＮＰＯへの伴走支援」の申込み
ができます。

【募集数】
ＮＰＯへの伴走支援とは

ＮＰＯの課題解決のために、認定ＮＰＯ法人アカツ
キの協力のもと、団体の個別ヒアリングを行い、課
題解決のステップづくり、実行までを行う個別支援
制度です。今年度は２～３団体を対象として、年
３～４回程度の個別支援を行います。

ファシリテーター　山口 覚 氏
ＮＰＯ法人地域交流センター津屋崎ブラ
ンチ代表／コミュニティ・ワールドカ
フェＬＬＰ共同代表

福津市津屋崎を拠点にまちおこし活動
中。「まちづくりではなく、あえてまち

おこし」と考え、地域で楽しく活動し、たくさんの若い人たち
が移り住み、小さな経済をたくさん生み出す、スイミー理論を
実践中。津屋崎での実験的まちおこしに賛同する小さなまちで
活動する人々や発展途上国の人々とも交流を行い、「新しい価
値観による、新しい働き方」ができる人材を一人でも多く輩出し
ていきたいと考えて、様々な活動を行っている。

さとる

昨年度は３つのプロジェクトが立ち上がり実施されました。
【着物de散策実行委員会】
着物、まつり、和文化体験で新
たな豆田町のステキを発見

【憩いの杜やませみ】
昨年10月に前津江町にオープン
し、店舗のメニュー開発などを
実施

【Ｌｏｖｅ Ｈｅｒｅ】
チームで１日限定のマルシェを
開催

　国からのワクチン供給量の減少によって、７月１日号でお知らせしていた60歳未満の人の接種券発送日と予約開始
日が下記のとおり変更になりました。
　個別接種を希望する場合は、接種券同封のチラシに掲載されている実施医療機関に直接お問い合わせください。
※医療機関によって、接種対象や日程が異なる場合があります。

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑧

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

高齢者施設従事者、60～64歳の人、
60歳未満で基礎疾患がある人の接種

一般接種
（60歳未満）65歳以上の高齢者接種

接種スケジュール（予定）

▲詳細はこちら

接種
無料

　予防接種法に基づいて、留学やビジネスなどで海外渡航予定の人を対象とした新型コロナウイルスワクチン接種証
明書の発行を行います。▲

交付対象者
　日田市に住民票がある人で、海外渡航の予定がある人
　※用途を国外利用に限定し交付。▲
必要書類

　①新型コロナウイルスワクチン接種証明書交付申請書
　②旅券（パスポート、写しでも可）
　③新型コロナウイルスワクチン予防接種済証、又は新型コロナワクチン接種記録書
　※接種済証、接種記録書を紛失した場合は、マイナンバーが確認できる書類、又は住所の記載された本人確認書類（運転免許証、
　　健康保険証等）を持参してください。▲

申込先
　新型コロナウイルス関連相談総合窓口（市役所３階　303会議室）

【海外渡航予定者限定】新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行について

接種券発送日・予約開始日の変更60歳未満

●年代ごとの接種券発送日・予約開始日

接種券発送年代 予約期間（集団接種会場）

50歳以上60歳未満

12歳以上50歳未満

７月29日発送済み

８月12日発送予定

８月５日㈭～８月12日㈭
（先行予約期間）
８月20日㈮～

　新型コロナウイルスワクチンの接種が進む一方で、これからワクチン接種を控えて
いる人の中には副反応への不安やワクチン接種に関する疑問を持つ人も少なくありま
せん。
　分からないことや不安に思うことがある場合は、下記にお問い合わせください。
　また、厚生労働省のホームページでは新型コロナワクチンに関する情報を随時更新
しています。正しい情報を得ることで、ＳＮＳなどを中心に拡散されている根拠のな
い情報に惑わされないようにしましょう。

コロナワクチンに関するデマにご注意ください！

▲新型コロナワクチンの有効性・
　安全性についての情報
　（厚生労働省ホームページ）

※接種開始時期は接種券同封のチラシをご覧ください。
※医療機関での接種は、８月20日㈮を目安に再開予定です。詳細は各医療機関にお問い合わせください。
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市政情報ピックアップ

●福祉と保育のしごと就職フェア

問社会福祉協議会☎㉔７０２６
　こども未来課子育て政策係☎㉒８３１７（市役所１階）
　長寿福祉課介護保険係☎㉒８２６４（市役所１階）
　社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

▼とき
・ＷＥＢ方式　
　８月21日㈯　午前10時～午後３時
・対面方式　
　８月22日㈰　午前10時～正午

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー、スタジオ１

※参加施設等詳細は、市ホームページ又は右記
　二次元コードををご確認ください。

　福祉、教育・保育分野の資格をお持ちの人、将来福祉、教育・保育分野の仕事を目指す学生を対象に就職フェアを開催
します。どなたでもお気軽にご参加ください。

●ふるさと納税「水郷ひた応援基金」のＰＲをお願いします！
　市外にお住まいで「日田市を応援したい！」人か
ら、ふるさと納税による寄附を受け付けています。こ
の寄附金は、日田市をより良くするための市政全般に
活用されるだけでなく、“自治会還流制度”を使って、
各自治会の活動を支援することができます。

ふるさと納税ガイドブック

▲市外に住む親族・友人・知
人等に制度の周知、ご協力
をお願いします！

※必要な人は下記までお問い合
わせください。

●国民年金保険料免除・納付猶予の申請手続延長

問日本年金機構日田年金事務所☎㉒６１７４
　健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

　新型コロナウイルス感染症の影響によって、収入源となる業務の喪失や売上げの減少などで所得が相当程
度下がった場合の臨時特例措置による国民年金保険料免除・納付猶予の申請手続が、令和２年度に引き続き
令和３年度まで延長されます。
　国民年金保険料の免除・納付猶予を希望する人は、別途手続が必要となりますので、日本年金機構ホーム
ページ（右記二次元コード）をご確認いただくか、下記にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の影響による

【例】日田市に 10万円の寄附をする場合

指
定
自
治
会

市は 10 万円のう
ち５万円を指定さ
れた自治会に交付

10万円寄附

日田市の特産品を
返礼品として送付

日
田
市

日田市を
応援するぞ！

▼自治会還流制度
　寄附する人が、特定の自治会を
指定した場合、寄附額の２分の１
を「水郷ひた応援交付金」として
自治会に交付する制度です。
※令和２年度は約1,407万円の寄附
がありました。

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

▼令和２年度寄附の内訳

6,565件
5,452件
2,048件
18,943件
 2,962件
35,970件

 117,856,020円
 84,891,000円
31,132,000円
284,403,000円
26,536,957円
544,818,977円

地域の活性化に関する事業
森林の保全及び育成に関する事業
高齢化対策に関する事業
その他市長が必要と認める事業
令和２年７月豪雨

事業区分

合計

件数 金額

※この他、寄附者や寄附金の使い道
の情報をホームページで公開して
います。
　右記二次元コードから確認できま
すので、是非ご覧ください。

お
知
ら
せ

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、
今

年
で
76
年
を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
、

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
、
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。
職
場
や
家
庭
等

で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈮
　
午
前
８
時
15
分

　
８
月
９
日
㈪
　
午
前
11
時
２
分

　
８
月
15
日
㈰
　
正
午

※
サ
イ
レ
ン
前
に
事
前
案
内
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関
す
る

図
書
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

令
和
４
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象
　
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
下
記
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈪

成
人
式
式
典
で
「
成
人
者
の
役
割
」
を
担

う
人
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容
　

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
発
表
　
２
人

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

※
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
又
は
グ

ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発
表
を
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈪

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
で
式

典
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
〒
８
７
７
‐
０
０
０
３

　
上
城
内
町
２
‐
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）
　

　
　
㉒
６
８
６
９

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

小
規
模
集
落
の
活
動
を
支
援

里
の
く
ら
し
支
援
事
業

小
規
模
集
落
等
の
生
活
を
守
る
た
め
に
行

う
、
集
落
の
課
題
解
決
や
集
落
の
存
続
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
率
　
95
％

小
規
模
集
落
応
援
隊

過
疎
化
や
高
齢
化
で
人
手
が
足
り
ず
困
っ

て
い
る
小
規
模
集
落
の
共
同
作
業
を
、
企

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
集
落
の
活

性
化
の
た
め
に
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
活
動

　
集
落
で
管
理
す
る
集
落
道
や
里
道
の
草

刈
り
、
側
溝
の
清
掃
、
祭
り
の
準
備
等

※
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
集
落
の
高
齢
化
率
が

50
％
以
上
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
活
動
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

　
大
分
県
西
部
振
興
局
地
域
創
生
部
地
域

創
生
班
☎
㉓
５
７
３
９

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

毎
年
８
月
と
９
月
に
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
違
反
転
用
発
生

防
止
の
た
め
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用

状
況
調
査
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
が
市
内
全
域
の
農
地
の
状
況
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り

の
際
は
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の
適
正

な
管
理
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
費
用
を
助
成

■
補
助
対
象
　
「
日
田
市
ス
ズ
メ
バ
チ
駆

除
登
録
業
者
」
に
委
託
し
て
、
市
内
の

建
物
等
に
営
巣
さ
れ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の

駆
除
を
行
っ
た
個
人
又
は
自
治
会
等

（
法
人
を
除
く
）

■
補
助
額

　
駆
除
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
１
万
円
）

※
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

■
申
請
方
法
　
駆
除
作
業
を
実
施
し
た
日

か
ら
30
日
以
内
に
交
付
申
請
書
を
下
記

に
提
出
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

令
和
４
年
度

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
防
護
柵
資
材
を
現
物
支
給
す
る
事
業
の

令
和
４
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件

・
出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物

等
を
栽
培
す
る
農
地
等
（
家
庭
菜
園
や

遊
休
地
、
林
地
等
は
対
象
外
）

・
集
落
内
の
農
地
等
の
地
権
者
が
３
戸
以

上
必
要

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置

■
申
請
書
類
提
出
期
限
　
８
月
31
日
㈫

※
支
給
は
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
（
平
日
の
み
）
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
８
月
の
開
庁
日

・
８
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・
26
日
㈭
　

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
８
月
15
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
受
付
中

市
職
員
が
事
業
所
や
団
体
に
出
向
い
て
写

真
撮
影
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

・
申
請
希
望
者
が
概
ね
５
人
以
上
の
事
業

所
や
団
体

・
日
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

・
当
日
、
申
請
者
本
人
が
会
場
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
人

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

天
瀬
複
合
施
設
を
オ
ー
プ
ン

天
瀬
町
中
川
地
区
に
建
設
中
の
天
瀬
複
合

施
設
の
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
利

用
を
開
始
し
ま
す
。

※
利
用
開
始
日
以
降
に
、
現
在
の
建
物
の
解
体

工
事
や
駐
車
場
等
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
施
設
の
種
類
　

　
天
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
天
瀬
振
興
局
馬

原
出
張
所
、
東
渓
診
療
所
、
天
瀬
公
民

館
東
渓
分
館
、
天
瀬
児
童
館

■
利
用
開
始
日
　

　
８
月
17
日
㈫

※
利
用
開
始
日
以
降
は
、
旧
施
設
の
敷
地
内
へ

の
立
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
（
５
月
〜
７
月
分
）
を
振
り

込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
８
月
10
日
㈫

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

現
在
、
左
記
の
①
〜
③
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・

場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
11
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
）
に
支

給
さ
れ
る
手
当

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

※
①
と
②
の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一

緒
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
①
と

②
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②

　
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

子
育
て
パ
パ
応
援
講
座

子
育
て
中
の
パ
パ
・
子
育
て
を
控
え
て
い

る
プ
レ
パ
パ
を
対
象
に
、
無
料
で
子
育
て

を
楽
し
む
た
め
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
（
全
５
回
連
続
講
座
）

・
第
１
回
　
８
月
28
日
㈯
　

・
第
２
回
　
９
月
11
日
㈯
　

・
第
３
回
　
10
月
30
日
㈯
　

・
第
４
回
　
11
月
20
日
㈯
　

・
第
５
回
　
12
月
11
日
㈯
　

※

全
て
午
前
10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
８
月
25
日
㈬

※

無
料
託
児
有
り
。

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
２
７
４
０

農
福
連
携
講
演
会

農
福
連
携
を
25
年
前
か
ら
実
践
し
て
い
る

農
業
法
人
の
社
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
27
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時
45
分

（
受
付
　
午
後
６
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室
　

※
会
場
定
員
30
人
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催
。

■
題
材

「
京
丸
園
流
農
福
連
携
〜
福
祉
の
人
々
の

力
を
借
り
、
農
業
を
強
く
す
る
〜
」

■
講
師
　

　
京
丸
園
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
鈴
木
厚
志 

氏
（
静
岡
県
浜
松
市
）

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
み
で
開
催
。

問
農
福
連
携
総
合
相
談
窓
口
（
社
会
福
祉

課
内
）
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

簿
記
講
座
開
催

仕
事
に
活
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に

「
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
8
月
24
日
㈫
〜
11
月
18
日
㈭

　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
全
20
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
９
月
９
日
㈭
、
23
日
㈷
、
10
月
12
日
㈫
、
11

月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
16
日
㈫
を
除
く
。

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
大
会
議
室

■
募
集
数
　
15
人
　

■
申
込
方
法
　

　
日
田
商
工
会
議
所
窓
口
で
受
講
料
を
添

え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
12
日
㈭

※
受
講
料
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
方
法
な
ど
、
今
更

聞
け
な
い
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
実
践
方

式
で
開
催
し
ま
す
。
３
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
３
回
と
も
参
加
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

■
日
程

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
用
法

　
８
月
21
日
㈯

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
（
集
客
広
告
）

10
月
16
日
㈯

③
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
し
た
商
品
の
販
売

２
月
５
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が

使
用
で
き
る
機
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ

　
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

　
（
中
央
１
丁
目
６‐

６
）

■
講
師

　
㈱
Ｄ
a
i
j
u
.
t
e
c
h
（
経
済
産

業
省
情
報
処
理
支
援
機
関
認
定
業
者
）

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数
　
８
人
程
度
　

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

問
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

令
和
３
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
共
通
試
験

■
と
き

　
10
月
31
日
㈰

　
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
３
階
　
大
会
議
室

（
大
分
市
）

■
申
込
方
法

　
下
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
で
申
込
み

くらしの情報※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

■
申
込
期
間
　

　
８
月
30
日
㈪
〜
９
月
10
日
㈮

※
受
験
資
格
、
受
講
料
等
詳
細

　
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

第
78
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
建
具
、
屋
根
等
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２
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こころちゃん

健
康
・
福
祉

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、
今

年
で
76
年
を
迎
え
ま
す
。
原
爆
死
没
者
、

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
、
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン

を
１
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。
職
場
や
家
庭
等

で
敬
け
ん
な
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈮
　
午
前
８
時
15
分

　
８
月
９
日
㈪
　
午
前
11
時
２
分

　
８
月
15
日
㈰
　
正
午

※
サ
イ
レ
ン
前
に
事
前
案
内
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関
す
る

図
書
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

令
和
４
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田

■
対
象
　
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
が
、

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
下
記
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈪

成
人
式
式
典
で
「
成
人
者
の
役
割
」
を
担

う
人
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
内
容
　

・
司
会
者
　
２
人

・
二
十
歳
の
決
意
発
表
　
２
人

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
１
組

※
全
国
や
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
又
は
グ

ル
ー
プ
で
、
式
典
に
適
し
た
発
表
を
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈪

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
で
式

典
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
〒
８
７
７
‐
０
０
０
３

　
上
城
内
町
２
‐
６

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）
　

　
　
㉒
６
８
６
９

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

小
規
模
集
落
の
活
動
を
支
援

里
の
く
ら
し
支
援
事
業

小
規
模
集
落
等
の
生
活
を
守
る
た
め
に
行

う
、
集
落
の
課
題
解
決
や
集
落
の
存
続
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
率
　
95
％

小
規
模
集
落
応
援
隊

過
疎
化
や
高
齢
化
で
人
手
が
足
り
ず
困
っ

て
い
る
小
規
模
集
落
の
共
同
作
業
を
、
企

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
集
落
の
活

性
化
の
た
め
に
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
活
動

　
集
落
で
管
理
す
る
集
落
道
や
里
道
の
草

刈
り
、
側
溝
の
清
掃
、
祭
り
の
準
備
等

※
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
集
落
の
高
齢
化
率
が

50
％
以
上
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
活
動
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

　
大
分
県
西
部
振
興
局
地
域
創
生
部
地
域

創
生
班
☎
㉓
５
７
３
９

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

毎
年
８
月
と
９
月
に
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
違
反
転
用
発
生

防
止
の
た
め
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用

状
況
調
査
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
が
市
内
全
域
の
農
地
の
状
況
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り

の
際
は
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の
適
正

な
管
理
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
調
整
係

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
費
用
を
助
成

■
補
助
対
象
　
「
日
田
市
ス
ズ
メ
バ
チ
駆

除
登
録
業
者
」
に
委
託
し
て
、
市
内
の

建
物
等
に
営
巣
さ
れ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の

駆
除
を
行
っ
た
個
人
又
は
自
治
会
等

（
法
人
を
除
く
）

■
補
助
額

　
駆
除
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
１
万
円
）

※
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

■
申
請
方
法
　
駆
除
作
業
を
実
施
し
た
日

か
ら
30
日
以
内
に
交
付
申
請
書
を
下
記

に
提
出
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
企
画
推
進
係

　
☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

令
和
４
年
度

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
防
護
柵
資
材
を
現
物
支
給
す
る
事
業
の

令
和
４
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件

・
出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物

等
を
栽
培
す
る
農
地
等
（
家
庭
菜
園
や

遊
休
地
、
林
地
等
は
対
象
外
）

・
集
落
内
の
農
地
等
の
地
権
者
が
３
戸
以

上
必
要

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置

■
申
請
書
類
提
出
期
限
　
８
月
31
日
㈫

※
支
給
は
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
（
平
日
の
み
）
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
８
月
の
開
庁
日

・
８
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
・
26
日
㈭
　

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
８
月
15
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

　「常識」を疑う心

　皆さんは、「○○される方にも原因がある」
というような意見を見たり聞いたりしたことは
ありませんか。例えば、「セクハラに遭ったの
は、あんな格好をしているからだ」や「いじめ
を受けやすい性格だ」など「被害に遭う方にも
多少の悪いところがある」といった意見です。
　しかし、本当にそうなのでしょうか。鍵をか
け忘れた家があるからと言って泥棒に入っても
良い理由にならないように、例に挙げた意見の
「理由」は、加害者側の「動機」であって、被
害を受けるべき「根拠」にはなりません。
　これは、ハラスメントやいじめに限ったこと
ではありません。出身地など本人にはどうする
こともできないことを理由に、就職や結婚で不
当な扱いを受ける部落差別や外国人、障がいの
ある人、高齢者などが日常の中で必要なサポー
トを受けられない場合など、非がない当事者を
批判する身勝手な意見が出ることがあります。
また、ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等が病気
への無理解から差別的な言動をとられるなどと
いったことも起きています。そして、最近では
新型コロナウイルスの感染者等に対して、ネッ
ト上などで感染した日の行動について誹謗中傷
するなどの事象も起きています。この他にもあ
らゆる差別や偏見について同様のことが言えま
す。
　このような意見は、差別の被害を受けた人に
対して「被害に遭う方にも悪いところがある」
という間違った認識が広まるだけでなく、これ
を見たり聞いたりして被害を受けた本人さえも
「自分が悪かった」と思い込んで周囲に相談し
たり助けを求めたりできなくなって、苦しめて
しまう可能性があるのです。
　８月は大分県の「差別をなくす運動月間」で
す。差別を受けて苦しむ人をなくすために、
「差別を受ける理由」ではなく、「差別をなく
すために何ができるか」を考える機会にしてみ
てはいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
受
付
中

市
職
員
が
事
業
所
や
団
体
に
出
向
い
て
写

真
撮
影
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

・
申
請
希
望
者
が
概
ね
５
人
以
上
の
事
業

所
や
団
体

・
日
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

・
当
日
、
申
請
者
本
人
が
会
場
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
人

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

天
瀬
複
合
施
設
を
オ
ー
プ
ン

天
瀬
町
中
川
地
区
に
建
設
中
の
天
瀬
複
合

施
設
の
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
利

用
を
開
始
し
ま
す
。

※
利
用
開
始
日
以
降
に
、
現
在
の
建
物
の
解
体

工
事
や
駐
車
場
等
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
施
設
の
種
類
　

　
天
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
天
瀬
振
興
局
馬

原
出
張
所
、
東
渓
診
療
所
、
天
瀬
公
民

館
東
渓
分
館
、
天
瀬
児
童
館

■
利
用
開
始
日
　

　
８
月
17
日
㈫

※
利
用
開
始
日
以
降
は
、
旧
施
設
の
敷
地
内
へ

の
立
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
（
５
月
〜
７
月
分
）
を
振
り

込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
８
月
10
日
㈫

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

現
在
、
左
記
の
①
〜
③
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・

場
所
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
11
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
）
に
支

給
さ
れ
る
手
当

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母
の

い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

※
①
と
②
の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一

緒
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
①
と

②
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②

　
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

子
育
て
パ
パ
応
援
講
座

子
育
て
中
の
パ
パ
・
子
育
て
を
控
え
て
い

る
プ
レ
パ
パ
を
対
象
に
、
無
料
で
子
育
て

を
楽
し
む
た
め
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
（
全
５
回
連
続
講
座
）

・
第
１
回
　
８
月
28
日
㈯
　

・
第
２
回
　
９
月
11
日
㈯
　

・
第
３
回
　
10
月
30
日
㈯
　

・
第
４
回
　
11
月
20
日
㈯
　

・
第
５
回
　
12
月
11
日
㈯
　

※

全
て
午
前
10
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
８
月
25
日
㈬

※

無
料
託
児
有
り
。

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
２
７
４
０

農
福
連
携
講
演
会

農
福
連
携
を
25
年
前
か
ら
実
践
し
て
い
る

農
業
法
人
の
社
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
27
日
㈮
　
午
後
７
時
〜
８
時
45
分

（
受
付
　
午
後
６
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室
　

※
会
場
定
員
30
人
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催
。

■
題
材

「
京
丸
園
流
農
福
連
携
〜
福
祉
の
人
々
の

力
を
借
り
、
農
業
を
強
く
す
る
〜
」

■
講
師
　

　
京
丸
園
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
鈴
木
厚
志 

氏
（
静
岡
県
浜
松
市
）

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
み
で
開
催
。

問
農
福
連
携
総
合
相
談
窓
口
（
社
会
福
祉

課
内
）
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

簿
記
講
座
開
催

仕
事
に
活
か
せ
る
知
識
や
資
格
取
得
に
向

け
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に

「
日
商
簿
記
３
級
受
験
対
策
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
8
月
24
日
㈫
〜
11
月
18
日
㈭

　
毎
週
火
・
木
曜
日
　
全
20
回

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
９
月
９
日
㈭
、
23
日
㈷
、
10
月
12
日
㈫
、
11

月
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
16
日
㈫
を
除
く
。

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
商
工
会
館
４
階
　
大
会
議
室

試
験
・
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

■
募
集
数
　
15
人
　

■
申
込
方
法
　

　
日
田
商
工
会
議
所
窓
口
で
受
講
料
を
添

え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
12
日
㈭

※
受
講
料
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　

問
日
田
商
工
会
議
所
☎
㉒
３
１
８
４

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
方
法
な
ど
、
今
更

聞
け
な
い
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
実
践
方

式
で
開
催
し
ま
す
。
３
部
構
成
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
３
回
と
も
参
加
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

■
日
程

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ

イ
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
用
法

　
８
月
21
日
㈯

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
（
集
客
広
告
）

10
月
16
日
㈯

③
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
し
た
商
品
の
販
売

２
月
５
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が

使
用
で
き
る
機
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
こ
ろ

　
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

　
（
中
央
１
丁
目
６‐

６
）

■
講
師

　
㈱
Ｄ
a
i
j
u
.
t
e
c
h
（
経
済
産

業
省
情
報
処
理
支
援
機
関
認
定
業
者
）

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数
　
８
人
程
度
　

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

　
日
田
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
５
５
２
０

問
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

令
和
３
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
共
通
試
験

■
と
き

　
10
月
31
日
㈰

　
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
３
階
　
大
会
議
室

（
大
分
市
）

■
申
込
方
法

　
下
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
で
申
込
み

次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈪に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！Information ８.１ くらしの情報

■
申
込
期
間
　

　
８
月
30
日
㈪
〜
９
月
10
日
㈮

※
受
験
資
格
、
受
講
料
等
詳
細

　
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

第
78
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
建
具
、
屋
根
等
の
傷
み
に
つ
い

て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２
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まちの話題

ワクチンバスで集団接種へ！
　６月14日、地域住民12人を乗せたワクチンバス
がアオーゼに向け、公民館を出発した。５月から８
月までの毎週月曜日に、事前予約した人がワクチン
接種のため、無料送迎バスを利用。今回の利用者は
全員が２回目の接種で「送迎してもらえるので助か
る」「みんながワクチン接種を行い、早く元の生活
に戻りたい」と笑顔で語っていた。

津江中学校で防災講座！
　６月11日、津江中学校で大分大学減災・復興デ
ザイン教育研究センターの板井幸則氏、ＮＰＯ法人
リエラの松永鎌矢氏を招いた防災講座が行われた。
講座では講師の実体験をもとに災害時の避難の重要
性が紹介された。生徒たちは、ハザードマップで避
難経路の確認をしながら令和２年７月豪雨を振り返
り、声掛けの大切さを学んだ。

中津江でアジサイが満開！
　６月下旬、多くのアジサイが道路沿いに植えられ
ている田ノ口集落で、例年になく多くの花が人々の
目を楽しませた。このアジサイは、地域活性化の一
環として地元住民がボランティアで７年前から手入
れをしているもの。梅雨入り後はあまり雨が降らな
かったものの、季節の訪れを知らせるかのように、
色鮮やかなアジサイが綺麗に咲き誇っていた。

ひた暮らし応援団の活動
　５月17日、移住受入れ認定地域の天瀬町塚田上
班で、福岡県から移住した若者の住まいの家財の運
び出しや清掃を行ったのは、移住者を温かく迎える
「ひた暮らし応援団」。地域の自治会長や近隣住民
は、移住者を迎えるため物件周囲の草刈りを行い若
者を歓迎した。移住者は「皆さん優しく、親しみを
もって受け入れてくださり幸せです」と話した。

「巨人」型の空容器回収ＢＯＸ登場！
　６月９日、日本財団「海と日本プロジェクト・
CHANGE FOR THE BLUE」による『進撃の巨人』
とコラボした自販機専用空容器回収リサイクルボック
スの完成披露除幕式が行われた。この取組みは、ボッ
クスへの異物投棄ゼロによる資源循環の促進などを目
的としたもの。空容器回収ボックスは日田駅前の「大
龍ラーメン蔵龍」店舗前に設置されている。

日田前津江

浸食から守れ！
　６月６日、公民館のセミナー会員12人が御前岳
中腹の「オオキツネノカミソリ」群生地で繁殖する
コクサギの刈取り作業を行った。地元住民によると
以前は少なかったが約４年前から群生地周辺を侵食
し始めてきたとのことで、昨年11月に刈取りを行
い、残った部分を今回実施した。８月初めオレンジ
色の花が周辺一帯に咲くのを楽しみにしたい。

甘くて大きな西瓜ができました
　６月８日、ＪＡおおいた日田西瓜部会が市長へ日
田西瓜を贈呈した。贈呈式では、部会長が「今年も
大きくて甘い西瓜に育っています！」と状況を報告
した。また、６月25日には日田天領西瓜部会から
日田市医師会長へ日田天領西瓜が贈呈された。贈呈
式では西瓜を試食し、「みずみずしくて、美味し
い！」と喜びの笑顔が広がっていた。

中津江

咸宜園来館者 20万人達成！
　平成22年10月に開館した咸宜園教育研究セン
ターの入館者が、７月11日に20万人を達成した。
20万人目の来館者は、市内に住んでいる宇野さん
ご一家。当センターへの来館は初めてで、廣瀬淡窓
や咸宜園の展示を興味深そうに見て回った。記念品
として、リーフレットや絵葉書、日本遺産マスクな
どが入った咸宜園の手提げ袋が渡された。
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まちの話題

筑後川水系でアユ漁解禁
　５月20日、九州で最も早く三隈川や大山川など
筑後川水系のアユ漁が解禁された。同日の解禁に合
わせ、日田漁業協同組合では豊漁祈願と魚を供養す
る魚霊祭があり、大山川へのアユの稚魚放流が行わ
れた。天ヶ瀬温泉街を流れる玖珠川でも、友釣りと
呼ばれる技法で川の瀬に入り、釣竿を静かに構え、
アユを狙う太公望たちの姿が今年も見られた。

わが町は美しく運動
　６月14日、「21あまがせ花のまちづくり推進委
員会」主催の花苗植えが行われた。マリーゴールド
とサルビアの苗が約1,700本用意され、日田地区商
工会女性部天瀬支部のメンバーを中心に、豊後中川
駅や天ケ瀬駅、観音の滝付近などで花苗植えを行っ
た。この取組みは天瀬町に美しい景観をつくろうと
毎年２回行われ、20年以上続けられている。

甘酸っぱいすももはいかが？
　６月16日、大分大山町農協選果場ですもも（大
山早生）の出荷目合わせ会が行われた。町内から
40人を超える多くの生産者が集まり、出荷基準な
どを確認した。今年は昨年の1.7倍ほどの収穫量が
見込まれ、品質は良く糖度も高いとのこと。大山独
自の品種である大山早生は７月初旬まで収穫され、
福岡をはじめ九州全域に出荷された。

地域を花でさらに美しく
　おおやま老松自治会では毎年、地域の人々や通行
人に景観を楽しんでもらうために、季節の花を植え
たプランターを国道212号や市道沿いに並べる「花
いっぱい運動」を行っている。６月13日には下川
原地区の女性たちによって、サルビアの苗が手際よ
く植えられた。自治会全体では280株が植えられ、
地域が華やぎ、さらに魅力ある場所となった。

大山上津江

天瀬

上手に書けたかな
　６月８日、おおやまこども園で「筆あそび」が行
われた。この日は４歳児のさくら組と５歳児のうめ
組の園児たちが５人ずつ交代で教室に集まり、先生
に教わりながら、漢字の「一」をお手本にして書い
た。最初は筆やすずりなどの道具や初めて書く文字
に興味津々でそわそわした様子だったが、次第に集
中して夢中になって書いていた。

満開のアジサイに癒されて
　６月初旬、鎌手地区の高平神社ではアジサイが見頃
を迎えた。今年は梅雨入りが早いこともあり、例年よ
り早く満開を迎えた。200㎡程の敷地には約100株
のアジサイが咲いており、梅雨の晴れ間には青や紫の
花々が日光を受けて輝き、地域の人々や参拝客の目を
楽しませている。このアジサイは現在も地元の有志に
よって植えられ、年々数が増えている。

わ せ

自分だけのキーホルダーができたよ！
　６月27日、津江地域の小学４～６年生を対象に
公民館教室が開催され、プラスチック板を使った
キーホルダーやバッジを作った。子供たちは思い思
いのキャラクター等を描いたプラスチック板をトー
スターで焼いて、カラフルな作品ができあがってい
く様子に興味津々。「自分だけのキーホルダーがで
きた」と喜んでいた。

地元の新鮮野菜を学校給食に
　昨年９月から住民自治組織「活き生きかみつえ」が
津江小・中学校の給食用に野菜の集荷を行っている。
提供は月５～10回で現在農家12人が登録。住民自治
組織は「給食野菜はほとんど地元で採れた野菜にした
い」と話し、学校も「地産地消で子供たちにもっと地
域を知ってほしい」と意気込んでいる。次号では、学
校目線からの地産地消給食を掲載する。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

集落支援員活動⑥
地域を盛り上げます！ 今回は各振興センターで活動している皆さんを紹介します！

大好き図書館！

  

心の架け橋 ちょっとした工夫で合理的配慮～体が不自由な人のテーブル席～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の
輝
き
人
を
紹
介
し
ま
す
―

　平成30年12月から大鶴地区を担
当している梶原昭彦です。地域の
一人暮らし世帯を訪問したり、地
域の活性化につなげるためイベン
トの開催等を行っています。特に
大鶴公民館で開催した復興チェロ
コンサートは
盛況だったの
で、今後も地
域の賑わいに
つながる活動
を行いたいと
思います。

　平成30年４月から夜明地区を担
当している福澤恒太です。今年４
月からは２期目がスタートしまし
た。集落の巡回のほか、地域の困
りごとのサポートやイベントの補
助等を行っています。これからも
地域の皆さんが
明るく過ごせる
よう支援を行っ
ていきたいと思
います。

地
域
の
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
形
に
。

や
っ
て
み
よ
う
の
思
い
が
作
る
憩
い
の
場

今
号
は
、
地
域
の
声
を
も
と
に
、
地
域
の
人
た
ち
の
力
を
合
わ
せ
て
前
津

江
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
憩
い
の
杜
や
ま
せ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

図書館の本を見て自由研究をしましょう!
　夏休みの宿題は進んでますか？
　こんなときは図書館を活用しましょう。

書名：すぐできる！よくわかる！
　　　学研キッズネットの自由研究
編者：学研キッズネット編集部
発行：㈱学研マーケティング

〈科学実験〉
　３分間シャーベット
　たった３分間で、ジュース
　がシャーベットになった！
　なぜ？

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来
館をご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫
感染防止にご配慮ください。

〈観察・環境調査〉
　石ころ標本箱
　いろいろな場所で集めた石
　を使って、にぎやかな標本
　箱を作りたい！

様々な取組みをしているので、お気
軽に遊びに来てください。
問憩いの杜やませみ
　日田市前津江町大野２３４２番地１
　☎０８０‐１０８０‐３０４０

新刊情報
子供の科学★ミライサイエンス
宇宙の終わりってどうなるの？
佐藤勝彦／監修　
㈱誠文堂新光社

☆宇宙の誕生から未来を知りたい☆
チュータと、物知りミライネコが、地球や月が生まれた時
の様子から、地球生命の歴史、太陽系の素顔、天の川銀
河の秘密、ビックバンから数億年先の宇宙のミライまで
を最新の研究に基づいて探っていくよ。

▲大鶴地区担当
　梶原昭彦さん

▲東有田地区担当
　後藤真澄さん

▲夜明地区担当
　福澤恒太さん

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　８月７日㈯　
　午後３時～
　８月21日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

29

土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）
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６
13
20
2726

５
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２
９
16
23
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４
11
18

８
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１

　今回のお話は、少し前の事例になります。
　体に不自由がある友人が日田に遊びに来ました。一緒
に食事を楽しもうとのことで、お店に予約をしたとこ
ろ、店内は座敷のみでテーブル席がありませんでした。
友人は半身麻痺があり、床に座ったり、立ち上がったり
することが難しいため、予約を断ることにしました。
　ところが、お店の人が事情を知り「テーブル席の対応
もできますので、是非いらしてください」とのこと。お
店を訪ねると、畳の部屋にじゅうたんを敷き、テーブル
と椅子が用意されていました。お店の人は「靴のままで
も大丈夫です。ゆっくりとお食事を楽しまれてくださ
い。」と笑顔で説明してくれました。友人は美味しい料
理と楽しい時間を過ごすことができました。

　体に不自由がある人にとって外出を楽しむときに、段
差や出入り口の広さ、駐車スペースなど物理的な環境に
よって、外出を楽しむことに制限がかかってしまうこと
が多くみられます。今回の場合、体の不自由な人への対
応が難しいことで来店を断るのではなく、できる範囲で
工夫をして体の不自由な人でも利用できる環境に整えた
ことが、合理的配慮となります。
　物理的環境を整えることには大きなお金がかかる場合
もありますが、ちょっとした工夫で簡単に合理的配慮が
できることも多くあります。まずは障がいのある人の話
を聞き、できることを一緒に考えることが大切です。

も
り

　平成31年４月から東有田地区を
担当している後藤真澄です。世帯
の巡回訪問をはじめ、地区団体の
お手伝い、認知症予防や健康増進
を目的とした体操教室やお茶会な
どを地域で開催しています。これ
からも地域活性
化に少しでも役
立てるよう活動
していきたいと
思います。

◆
憩
い
の
杜
や
ま
せ
み
と
は
？

　
「
憩
い
の
杜
や
ま
せ
み
」
は
、

み
ん
な
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て

９
人
程
度
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
空
き
店
舗
の
壁
の
張
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替

え
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て
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２
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◆
や
ま
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き
っ
か
け
は
？

　
公
民
館
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
の

中
で
、
前
津
江
中
学
校
の
生
徒

た
ち
と
話
を
す
る
機
会
が
あ

り
、
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
生
徒
た
ち
の
声
を

聞
き
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
５
人

で
話
し
合
い
を
行
い
、
前
津
江

振
興
局
前
の
建
物
が
空
く
と
聞

き
、
み
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ま
れ
る
場
所

を
作
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う
と
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と

に
か
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と
、
以

前
あ
っ
た
か
り
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と
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の
レ
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ピ
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引
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り
ん
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語
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作
り
か
ら
活
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始
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た
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◆
や
っ
て
み
よ
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を
一
つ
ず
つ

形
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オ
ー
プ
ン
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
買
い
物
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、
上

手
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
、

冬
の
雪
の
影
響
で
一
時
休
業
も

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
カ
フ
ェ
事

業
も
予
約
の
み
の
対
応
に
し
て

い
た
が
、
７
月
か
ら
コ
ロ
ナ
対

策
を
行
い
再
開
し
て
い
る
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「
や
っ
て
み
よ
う
」
を
一
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ず
つ
形
に
し
て
い
こ
う
と
、

ジ
ャ
ム
作
り
、
ジ
ビ
エ
、
ミ
ツ

バ
チ
な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
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立
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清
流
に
生
息
す
る
野
鳥
ヤ
マ

セ
ミ
の
よ
う
に
、
「
こ
の
素
敵

な
環
境
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

残
し
て
い
け
る
よ
う
に
」
と
い

う
思
い
を
大
切
に
運
営
し
て
い

き
た
い
。
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和３年６月30日現在） 

■人口　
　63,330人
　（前月比－40人）
・男　30,045人
・女　33,285人
■世帯数
　27,465世帯

　プール遊び
　３日㈫～６日㈮　10:00～12:00
　★チャレンジキッズ（夏休み工作）
　12日㈭　10:30～　※定員10人。
　★ふれあいｄａｙ
　24日㈫　11:00～
　お話し会
　26日㈭　11:00～
　★音あそび（療育事業） 
　27日㈮　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設８月の主な催し　　

●お話し会
　　12日㈭　10:30～
　　18日㈬　10:30～
　すくすく相談（歯科相談）
　27日㈮　10:00～11:30
※母子健康手帳を持参してください。
　レクリエーション
　28日㈯　10:30～

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

　お話し会
　11日㈬　10:30～
　プラバン作り
　21日㈯　10:30～
　夏の制作
　25日㈬　10:30～

大山児童館　☎52２９０１ 丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ピラティス
　４日㈬・25日㈬
　10:00～11:00
●お誕生会
　26日㈭　10:00～11:00
※誕生者は、９:45までに来てください。

●ぐるぐるマーケット
　（物々交換会）
　６日㈮　10:00～12:00
　　　　　13:30～15:30
★ぴよぴよ・ままんルーム
　24日㈫　10:00～
※妊娠中の人、０歳の子供がいる人が対象。
※限定10世帯。

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★うたとおはなし会
　10日㈫　11:00～
★プレママクラブ
　18日㈬　13:30～15:00
★ツインズクラブ
　25日㈬　13:30～
★リトミック
　31日㈫　11:30～12:00 ９:30～12:00、13:00～15:30

土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　９月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

伊東 杏ちゃん
（１歳・天神町）

小

乳

乳

乳

乳

乳

乳

小

小

乳

乳

小

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

高野詠吉ちゃん
（１歳・財津町）

岩﨑洸稀ちゃん
（１歳・玉川３丁目）

まこと こうたえいきち みつきあん
千代田誠士ちゃん
（１歳・小迫町）

田吹倖大ちゃん
（１歳・三本松新町）

石松尚夏ちゃん
（１歳・南友田町）

なおか きっぺい
長野快里ちゃん
（１歳・清水町）

かいり

三笘稟大郎ちゃん
（２歳・玉川町）

ゆなた な な
渡邊夏那ちゃん
（１歳・新治町）

佐々木優向ちゃん
（１歳・刃連町）

りんたろう み な

三坂桔平ちゃん
（１歳・丸の内町）

松岡実奏ちゃん
（２歳・君迫町）

え ま
穴井咲茉ちゃん
（３歳・石井町２丁目）

たくみ
白石 匠ちゃん
（２歳・城町１丁目）

各施設では、入園していなくても親子で参
加できる行事などを実施していたり、園の
見学をしたりすることができます。
認定こども園・保育園等の情報は市ホーム
ページ又は右記二次元コードからご覧くだ
さい。

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回登
録申請書を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）
は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２
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　コロナ禍や豪雨災害などの社会状況で沈みがちな日田市民
に元気を。日田市出身の著名な人たちから皆さんにエールを
送る企画「日田市民にエール」。
　今号は、西日本鉄道株式会社相談役の竹島和幸様からの
エールをお届けします。

主な経歴
1948年11月　日田市朝日町生まれ
　　　　　　　朝日小学校、三隈中学校、日田高校を経て
　　　　　　　慶應義塾大学商学部へ
1971年 ４月　西日本鉄道株式会社入社
　　　　　　　東京事務所長や経営企画本部長などを歴任
2008年 ６月　同社 代表取締役社長
2013年 ６月　同社 代表取締役会長
2021年 ４月　同社 相談役（現）

日田市民にエール

竹島　和幸
西日本鉄道株式会社
相談役（元代表取締役社長）

 

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
朝
日
町
は
、
中
心
部
か
ら
少

し
外
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
田
畑
が
一
面
に
広

が
り
、
春
先
に
は
そ
こ
か
し
こ
で
セ
リ
が
採
れ
る
、

そ
ん
な
原
風
景
が
今
も
変
わ
ら
ず
に
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
は
今
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
冬

は
霜
柱
を
踏
み
し
め
て
登
校
す
る
、
そ
ん
な
厳
し
く

も
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
気
心
の
知
れ
た
友
達
と
遊

び
ま
わ
り
、
今
年
開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
日
田

高
校
で
は
、
周
り
の
同
級
生
が
頑
張
る
姿
に
後
押
し

さ
れ
、
少
し
は
勉
学
に
励
ん
だ
り
と
、
今
と
な
っ
て

は
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
の
18
年
間
で
し
た
。
ま
た

実
家
を
離
れ
て
大
学
に
入
学
し
た
際
は
、
日
田
市
が

運
営
す
る
学
生
寮
「
相
親
寮
」
で
お
世
話
に
な
り
、

不
慣
れ
な
東
京
で
の
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、
ご
縁
や
運
と
、
少
し
ば
か
り
の
西

鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て
入
社
し
た
西
鉄

は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
押
さ
れ
、
戦
後

の
主
力
事
業
で
あ
っ
た
路
面
電
車
の
経
営
が
大
き
く

悪
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
天
神
の
再
開
発
や
住
宅
、

ホ
テ
ル
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
「
地
域
生
活
に
密
着
し
た

事
業
」
の
幅
を
広
げ
、
ま
た
世
界
経
済
の
成
長
に
合

わ
せ
、
「
国
際
物
流
事
業
」
の
拠
点
を
28
か
国
・
１

１
７
都
市
ま
で
増
や
し
、
規
模
の
拡
大
を
続
け
る
な

ど
、
バ
ス
・
鉄
道
に
集
中
し
て
い
た
事
業
構
成
の
再

構
築
に
努
め
ま
し
た
。
現
在
は
交
通
事
業
の
売
上
比

率
が
20
％
を
切
る
ま
で
に
多
角
化
し
、
ま
た
海
外
で

の
住
宅
開
発
や
ホ
テ
ル
事
業
な
ど
、
「
地
域
に
密
着

し
た
事
業
」
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
「
国
際
物
流
事

業
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
事
業
も
新
た
に

芽
吹
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
１
１
０
年
を
超
え
る
歴
史

の
中
で
、
み
ん
な
で
汗
を
か
き
、
知
恵
を
絞
っ
て
、

少
し
ず
つ
弛
ま
ぬ
変
革
を
続
け
、
今
に
至
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
・
日
田
に
は
、
さ
ら
に
長
く

深
い
歴
史
と
、
そ
の
中
で
磨
か
れ
た
多
様
で
魅
力
的

な
文
化
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
西
鉄
グ
ル
ー
プ
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
交
通
や
観
光
事
業
を
中
心
に
大
き
な

痛
手
を
負
い
ま
し
た
し
、
日
田
に
お
住
ま
い
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
我
慢
の
日
々
が
続
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
軌
道
に
乗
り
、
困
難
克
服

の
道
筋
も
見
え
始
め
た
今
、
観
光
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
復
活
や
自
粛
明
け
の
反
動
的
な
消
費
拡
大
も
、
そ

う
遠
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
分
散
の
流
れ
は

追
い
風
に
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り
も
江
戸
時
代
か
ら

九
州
の
経
済
や
学
問
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
た
日

田
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
の
影
響

を
受
け
、
そ
の
た
び
に
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
と
、

そ
の
中
で
育
ま
れ
た
観
光
資
源
を
多
く
有
し
ま
す
。

そ
し
て
咸
宜
園
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
地
域
に

貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

 

日
田
の
文
化
や
人
材
は
、
ど
こ
の
街
も
簡
単
に
真

似
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
優
れ
た
長
所
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
業
な
ど
を
通
じ
、
日
田
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
日
田
の
発
展
や
日
田
と
福
岡
間
の
交
流
の

深
化
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
で
い
た
だ
く
日
田
の
名
産
品
を
美
味
し

く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
が
早
期
に
収
束

し
、
新
し
い
日
常
に
戻
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら

も
、
ふ
る
さ
と
・
日
田
を
応
援
し
続
け
ま
す
。
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